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Z) たとえは夜方平の論(李. (8 J.6593-4頁)。学説史的にも日野氏(日野. (31. 298頁)をは
じめとして通説的見解でみる。
























違いにより差が存在する O 例えば，遼 (907-1125年)において主に流通した
貨幣は中国銭であったが，遼自身の鋳造した貨幣は初めは流通に入っていな
31 r而本路以謂投得銭二十高，用本銭外計得子銭十三寓JI李. (8). 5221頁)。




























価 上昇 は並 存 す る もの なので あろ うか 。 そ こで先 ず 宋代 に於 け る物 価水 準 の変
化 につ いて検 討 してみ よ う。
宋代 の物価 水準 につ い て は,金 ・銀 ・絹 ・米 の4財 の銅 銭 で の価 格変 化 か ら
推 測が 可 能 で あ る。4財 の銅 銭建 て価 格 は宋代 を通 じて連 動 的 に推 移す る(グ
ラフ1・2参 照〉。 まず 建 国後 か ら11世紀 の初 め まで は全 体 と して低価 格 で推 移
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世紀 なかばの西夏戦争前 後には極大値を と;っている%そ の後,11世紀後半 の
正安石新法の頃価格は下落 し,北 宋滅亡直前か ら価格 は再び上昇す る。さ らに
　
　
南 末 期 に至 る と,12世紀前 半 に乱 高 下61するが全 般 的 に は特 に南 宋 後半 期 に財
価 格 は高値 で安 定 的 に な る。 この よ うに各財 の価 格 が ほ ぼ連 動 的 で あ る こ とか
ら,宋 代 の物 価 水 準 につ い て も,北 宋初 期 に低価 で あ ったの が,中 期 に至 り極





なった ことが推論で きるであろう。 ・
ところで,物 価水準が上昇基調 にあ る時また は高い水準 にある時 に,先 の 日
野氏のよ うに通貨が不足 している とする認識 は,今 日で も我々が陥 る錯覚の一
つであるように思える。 これは物価 が上昇基調にあるとき,手 持 ちの貨幣の購
買力が時間の経過 とともに低下す るか らで あろ う。 しか し,た とえ個 人的に収
支が赤字 になろ うとも,そ れは社会全体の通貨不足で はない。同 じ様 に,末 代
において も物価水準が高 く貨幣が供給過剰の状態であるにかかわ らず,通 貨が
不足 していると認識され ることはあ った。人々の主張す る通貨不足 とい う認識
が,社 会的 な通貨供給の状況を必ず しも的確 にとらえた ものでない とい うこ と
しよ うて さ
につ いて,葉 適 の興味ある叙述 を見てみ よ う。彼 は南宋 の時代 についてで は
あるが,一 般 に通貨不足が認識 されその対策 として銭の国外持.出が禁止 されて
いるとした後に,懐 疑的に次のように言 ってい る。
「いま銭が少 な くなった とはいって も,上 よ り下には,兵 の料 とか吏の俸 と
して銭が與え られ,下 より上へ は,州 県の塩 ・酒 ・雑貨の専売の代金 として銭
が納 め られ,人 民の貿易輸送に もなほたいていみ な銭幣が行 はれ る。……いま
を前イ招こ比較すれば銭はまだず っと多いはずである。 それ なの に銭のす くない
のをかこたねばな らぬのはなにゆゑであ るか」(穂積,〔4〕,345-6頁)。
そ して彼は当時の通貨 の問題 の根 源につ いて述べている。
「今 日の弊害は銭が多 いのに物が少 なく,銭 の価値が低 くなって物価が高 い
ことであ る」(葉,〔23〕,662頁)。
つ ま り,物 価水準の高い南宋 において,通 貨の不足が となえられてい るのに
対 して,彼 は通貨が絶対的 に不足 しているのではなく,逆 に通貨の過剰 こそが
諸悪の根 源であ るとしているのである。人々の通貨不足 とい う認識が,必 ず し
も社会的な貨幣供給量についての正確な把握に基づ くものではない とい うこと
は,宋 代 の通貨問題を考 える上で も注意す る必要が ある。
以上 によって次の ことが推測 されるであろう。 まず宋代 には11世紀半ば と北
宋末期以 降南末期 にわたってイ ンフレー ションが進行 していた こと,さ らに貨


























7) 上供といろ語は，諸路から朝廷に供納される財物に対して用いbれた(加E畠 (6)， 112頁)。
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く。西夏戦争 中は大銅銭が鋳造 され小銅銭 はほ とん ど鋳造 され なか った とい う
理由 もあ って,小 銅銭の鋳造額 は極端に少 な くなる。戦争後,広 南の零水場 に
豊富な銅鉱が発見 された ことによ り鋳造額 は上昇 し,新 法期の物価下落の時期
に銅銭の鋳造額は北宋期最高 の水準 に達す る。その後,北 宋末期 には鋳造額 自
体 は宋初 に比べれば なお高い水準にいある とはいえ,大 銅銭が含 まれてお り,
実質的 には新法期 に比べ ると鋳造額 はか な り減少 した といえよう。 さらに南末
期に入 って も物価 は上昇 し銅銭の購買力が低下 したが,こ の時期 に鋳造額 は北
宋 のそれ にはるかに及ばな くな る(グ ラフ4参 照)'"。このよ うな鋳 造額 の変
化を念頭 にお きつつ,次 に鋳造費用 につ いて見て.みよ う。 まず,10世紀末か ら
11世紀初 めの江州広寧監での記録による と,1年 間の鋳造額は20萬貫で,鋳 造
費用 は9萬 貫で あ り鋳 造利益 が大 きい ことが述 べ られ てい る(漆,〔18〕.
610-1頁)。ところが11世紀半ば には,鋳 造額3に 対 し鋳造費用は2で あ り鋳造
利益が少ない と認識 されている1%新 法期 にお ける鋳造費 用については先 にも
みたように鋳造額20萬貫 について,7萬 貫であ るとい う記録がある(李,〔8〕,
11)南宋は金(女 真族)に 国土の北半分を奪われた とはいえ,産 銅地はほとんど喪失していない。
また南末期に銅銭 の鋳造が激減 したのは,紙 幣の発行によ り簡単に通貨発行利益が獲得されるよ










グ ラ フ4〔 南 末 期 鋳 造 量 〕
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5221頁)。下 って 北 宋 末期 に は,
鋳 造 費用 に対 し1-z割 の鋳 造
利 益 が 存 在 した と い う(漆,
〔18〕,611頁)。とこ ろが 北 宋 の








このよ うに物価 水準 と鋳造 費用 さ らに鋳造量等の変化はそれ ぞれ相 関性 を
もってお り,こ の ことか ら我 々は,北 宋南末期 を通 じて物価 の上昇期 には鋳造
費用が増加 し逆 に鋳造 は停滞 し鋳造量は減少す るとい う関係 を推論す ることが
で きる'㌔銅銭が銅 を素材 とす るため,鋳 造が継続 されて物価上昇が発生す る
か き り,鋳造 は早 晩阻害されざるをえなか ったのであ る151。
4国 外での宋銭 の流通
宋国内において は,新 法期以外供給が過剰気味で価値 は下落傾向にあ 吃,た宋
銭 などの中国銭 も,周 辺諸 国においてはその信用 は絶大なるものであ った。
た とえば,北 方の遼 においては,す でに10世紀 の後半期に中国銭の流通が始
13)北宋滅亡 直前 に鋳造額が鋳造費用に達 しないことが報告され,南 末期に入って建炎2(1128)
年,紹 興3(1133)年に同 じような級吉がある 〔漆,〔18〕,611-2頁参照)。
/4)東南地方で通貨が不足気味の場合,東 南地方での鋳造ぽ一国 レベルのインフレの影響を受けな
いということも考えられるか もしれない。 しか し米価格の変遷に見られ るように東南地方で も物
価は一時期 を除いて上昇傾向にあったと考えられ(グ ラフ5参 照),イ ンフレが鋳造 を阻害す る
という本論の趣 旨に変るところはない。
15)南末期の銅銭の交換価値については,紙幣流通があ ったため紙幣供給量 との関係で議論 されな
ければならない。簡潔に述べれば,銅 銭 と紙幣の交換比が一定に保たれた場合,紙 幣と銅銭を合
わせた貨幣流通量が増大 し双方の購買力は ともに低下す るであろう。G,Tullockは.銅 銭が紙
幣に置 き替わ り銅需要が減少すれば銅価値は下がるので,紙 幣の購買力 も下がると している
(Tullock,〔30〕,p.398)。
宋代の国際通貨(173)173
ま ってい る(島 田,〔26〕,266-7頁)。北 宋 か らの銅銭 持 出 し禁 止 に もかか わ ら
ず,遼 に中国 の銅 銭 が流 通 した の は(畑 地,〔2〕,127頁),.密貿易 に よ って遼
国 内 に流 入 した か らで あ ろ う。 中国 の銅 銭 は,両 国 間 の公 的貿 易で 遼 が北 宋 か
ら物 資 を購 入 す る際 の決 済 に使 用 され(同 上,126-7頁),再び北宋 へ 還流 した 。
この よ うに最 終 的 に は中 国の商 品 と交換 可 能 で あ った 中国 の銅 銭 は,遼 国 内で
も信 用貨 幣 と して流 通 し,北 宋 と遼 の間 に は銅 銭 が循 環 してい た ので あ る。 北
方 の 後進 国 の遼 に密 貿易 で 流入 した銅銭 が 公 的貿 易 で支払 い尽 くされ ず,rある
程 度 遼国 内 に留 ま りえた のは,遼 が北宋 か ら公 的 に莫大 な銀 ・絹 とい う歳 賜 を
得 て お り,と くに銀 が輸 入 超過 分 の支 払 い にあ て られ たた め,そ の分 銅銭 の北
宋 へ の還 流が 弱 まったか らで あ ろ う。11世紀後 半 に至 って よ うや く遼 の 自国通
貨 が 安定 的 に 自国経 済 に入 るが(注4参 照),そ れ で も遼 国 内 で流 通 した 銅 銭
の ほ とん どは 中国 の銅銭 で あ った(畑 地,〔2〕,127頁)。
西 夏 につ い て は,流 通 通 貨 に関
す る記 録 は少 な く,西 夏 で発 行 さ
れ た 自.国通貨 が どの よ うな交 換 価
値 を もって流 通 した か は不 明で あ
る。 しか し,発 掘 上 の 報 告(Sir
AurelStein,〔28〕,PP.992-3)よ
り国 内に流 通 した銅銭 のほ とん ど
は宋 銭で あ った と推 定 で きる。
朝 鮮半 島の 高麗 で も,宋 銭 を初
め と した 中国銭 の信 用 の高 さは歴
然 と してい る。高麗 で は,結 果 と
して は銅 銭 の 本格 的流 通 は な く,
ま た 自国 通貨 もそ の発 行努 力 に か
か わ らず 流通 しなか った。 しか し,
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かが宋銭のそれであった こと,さ らに自国通貨が流通に入 らないにもかかわ ら
ず高麗末期に明銭 の市場での交換 レー トに関す る記録が あることか ら,中 国銅
銭 の信用は窺い知れ るであろ う。北方民族に服属 した時期 もあった とはいえ,
一応 の独立 を保 った高麗 自身の発行通貨が中国銭の刻銘 をもつ ことは
,高 麗に
おける宋銭 の信用 を裏付 けるものであ る。12世紀の 日本が砂金の輸出によ り銅
コ　
銭が流入 し国内で流通 したのに対 して,高 麗 は中国への決定的な輸出品 を持 た
なか ったために宋銭 に対す る吸引力が弱かった ことと,ま た遼 のような強力 な
軍事力で北宋か ら莫大 な歳賜 を得 るとい うこともなかったので,結 局宋銭は広
くは流通 しなか ったのであろ う。 しか し,発掘 された高麗期の貨幣 はほ とん ど
が中国銭であ るこ とか ら,高 麗で も宋銭 などの中国銭は,信用貨幣 として一部
に保持 されていた ことが理解 され る(拙 稿,〔35〕論文参照)。
日本においては,王 安石の時代 には宋銭の流通はなく,そ の本格 的流入 と流
通は12世紀 の後半期,南 末期にはい ってか らである。 それで も江戸期にいた る
まで 日本に流通 した銅銭の大部分 は宋銭 などの中国銭であ った ことは,他 の周
辺国 となん ら異 なるところはない。先述 した ように中世を通 じて宋銭 は信用貨
幣 として流通 していたので ある。
以上 のように,宋 銭はその地金価値 とい うよ り信用貨幣 として,ま たその刻
銘のゆえに信用を もって周辺各国で授受され るとい う状況があ ったので ある。
皿 王安石の通貨政策とその成果
1解 禁政策へ の推移
さて既述のよ うに末代においてはインフレーシ ョンが進行 してお り,通 貨 は
決 して不足状態 にあるのではなか った とい うこと,さ らに銭荒は財政運営上の
齟齬 によ り東南地方な どで通貨が不足気味 になる とい う現象であ った とい うこ
とを見て きた。以下では,そ の ような背景 を念頭 に置 き,正 安石の解禁策 と銅
銭の増鋳策への移行 を見てみ よう。
まず煕寧5(1072)年11月に は正安石 は銅銭 の増鋳案 を退 けてい る(李 ,



























16) r堆南鉛銅積多J(宰， (8)， 5866頁)。

























17) r則銭之在者幾何其不為器也J(李. (8). 6928頁)。
18) r民間無銅皆鋳銭為之J(楊. [34]， 5404頁)0r鈎鋳十銭，得精銅 両，造作器物，積利五倍J
(李. (8). 6594頁)。























(宮崎. [JOJ. 351頁)などからもうかがえる c 新法によって経済は決して崩壊
したわけではないのである。








































グラフ 1の金 銀 絹価格は宮崎[9 )の附表第 4.第 6. 米価格は彰信威[J7)の
313買参昭。
ヴラ 72の銀価格は加藤[6 )の150-1頁，金・絹 米価格は彰信威 [17) の335，
301， 313頁参照。
ヴラ73・4は，それぞれ宮崎[9 )の附表第3守曽我部 [27) の54-5頁参照c
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